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  ▼ 講座の概要 

 
 
 
  ▼ 講座内容 

 

平成２６年度兵庫県立大学 生涯学習講座 

 

《 身近なサイエンスのはなし：脳と化学の視点から 》 
 

脳や神経回路はどのようにしてできているか 
実施日:平成２６年８月２０日（水） 

時間：10：30～12:00  

 

 私達の脳は約140億個の神経細胞が数千億個のシナプスと呼ばれる結合を作ることにより、コンピュ

ータにまさる機能をもった地球上でもっとも複雑で高次な機能をもつ構造物です。脳は、もとは１個の小

さな細胞である受精卵が分裂し、その中で、神経細胞が分化し、そこから伸びる突起にあるアメーバの

ような部分が脳の中をターゲットとなる他の神経細胞に向かって移動し、そのとき、後ろにケーブルを

残すことにより、「自立的に」回路を作り上げていきます。ゼブラフィッシュは胚が透明で発生が速く、こ

のような過程を遺伝子と細胞のレベルで詳しく調べることができます。本講義では、生きた脳のなかで

おこっているこのようなダイナミックな過程や、脳の中で実際に神経細胞が活動している様子を、動画

で見てもらい、さらに、光を使って特定の神経細胞を興奮させ、その機能を調べる私達の最新の研究

について紹介しました。 

脳は地球上で最も複雑な構造物ですが、元をたどれば、たった一つの細胞（受精卵）が分裂する

ことによって出来上がります。本講義では、ゼブラフィッシュをモデルとして、脳の中で神経回

路ができあがる仕組みについて、最新のイメージング技術をもちいた研究を紹介します。 


